
太良町は自立した町、手ごろな町だから、
海と山を生かし、住民の願いにこたえる町政ができるのです

良子　臨時町議会で、武雄との合併はなくなったようだけど、こ

のあとどうなるんかね。

太郎　どこと合併するかなどということで、右往左往することは、

やめるべきだ。この機会に、太良

町が自立した町として存在してい

ることが、町民の暮らしにとって

どんなに大切なことなのか、どう

したら合併しないで太良町を残す

ことができるか…真剣に議論すべ

きだと思うよ。

良子　合併せんで太良町が残った方がいちばんよかもんね。

２１世紀の日本にとって大切な農山村
小回りのきく町村の方があっている

太郎　町民の皆さんにぜひ紹介したいものがある。全国町村会（太

良町など全国2,500余の町村が加入している団体）が発表

した「21世紀の日本にとって、農山村が、なぜ大切なのか」

というアピールだ。農村は食料をつくって国民の生存を支

える、水源涵養などで国土を支える、文化を支えるなどの

大切な役割を果たしているということを言っている。

良子　そやんたいね。

太郎　全国町村会のアピールは、地形が複雑で、集落が点在して

いる農山村で地域にあった産業を発展させ、住民の要望に

こたえる行政をすすめるためには、手ごろな規模の自立し

た町村の存在が欠かせないと強調している。その土地の歴

史や風土、人々の暮らしを良く知っている行政でなければ

うまくやっていけないということだ。

良子　町村の方がこまわりがきくたいね。

自立した町だからできる—
ミカンや漁業、畜産を大切にする振興策

太郎　太良町はミカンと漁業と畜産の町だが、町独自の事業が沢

山ある。たとえば、ミカンの品質向上のためのマルチにた

いする補助金だ。園内道路整備のための補助も随分役立っ

てきた。漁業でもカキ養殖など独自の努力をしている。

良子　ミカン園の農道が整備されていることに、よそからきた人

はびっくりしとったよ。

太郎　太良町という自立した町があったから、地元の産業を大切

にする独自の施策を進めることができたのだと思う。合併

したら施策の重点は市街地中心部の商業開発におかれてし

まうのではないかと町民の皆さんが心配するのは当然だ。

良子　農業や漁業を大切にするた

めにも、太良町をのこさんば

ならんということたいね。

他市町の人がうらやましがる無料検診
手ごろな町だから住民の願いにこたえることができる

太郎　もう一つある。太良町には各種のがん検診、予防接種、、妊

婦・乳児検診、前立腺がん検診など住民負担なしでやって

いる保健事業がいっぱいある。

良子　よその人から「太良はよかね」と聞いたばい。

太郎　太良町が町民の健康づくりにつかっているお金は鹿島なん

かにくらべてうんと多い。太良の国民健康保険税が安いの

は健康づくりに努力している結果ではないかと思う。町村

は規模が小さくてなにもできないようなことを言っている

人もいるがむしろ逆だ。地域の問題や住民の要求をきめこ

まかくとらえることができるし、いいことはすぐに実行に

移せる----これは、小回りのきく町村でなければできないこ

とだ。

良子　大きな所帯になると行き届かないところが、いっぱい出て

来るもんね。

太郎　太良が人口 12,000 人弱という手ごろな規模を生かした行

政を進めれば、自然環境の豊かな町、安全で美味しいもの

を食べることのできる町、住民の福祉と健康づくりを大切

にしている町として、特色ある町づくりを進めることが出

きると思う。

良子　大きな市の片隅で、人口も減ってさびれていくよりもその

方がよかね。
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どうしたら合併しないで自立していけるか？
太良町の町づくりについて話し合いましょう。

お気軽のご参加ください

２月 ６日(木) 午後７時半より

大浦公民館

２月 ７日(金) 午後７時半より
陣の内　牟田さんの事務所
（国道沿い、馬場タイヤのとなり



どうしたら、太良は自立してやっていけるか ？
良子　国・地方合わせて 693兆円

も借金があるから、合併し

かないという人がいるけど。

太郎　確かに、沢山の借金があるが、それは政治家やお役人がゼ

ネコンや大銀行のために作った借金だ。「借金を沢山作っ

てすみませんでした」とは一言もいっていない。国民や地

方に後始末だけ押しつけようとしている。そこが問題だ。

良子　本当だね。

交付税がどうなるかはまだきまっていない
「交付税が減らされるから合併しかない」は早合点

太郎　だから、私たち町民がやるべきことの第一は、町長さんや

町会議長さんを先頭に、国に対して「国の借金の後始末を

地方におしつけるな ！　合併のおしつけをするな ！」と

要求することだと思う。 もう一つは、現実に国からくる財

源が減って行くなかで、どこを削ればいいのか、どこを節

約すればいいのか町民が知恵を集めることだ。

良子　この後、交付税はどれくらい減へらされるのかね ？

太郎　今のところ正式に決まっているのは、規模の小さな市町村

に割り増ししている段階補正というのを 2002 年度（平成

14年度）から3年かけて減らすというものだ。太良町の場

合、財政課の話しでは、3年間で最終的には 5,000万円ぐ

らい減らされるということだ。

良子　町が出している町報には平成13年度と14年度交付税が大

幅に減らされたと書いてあったけど。

太郎　そのことについての町報の記事とグラフは正確ではない。

国のほうのやりくりで、平成13年度から15年度までの３

年間という期限つきで、普通交付税を減らすかわりに各自

治体は「臨時財政対策債」というのを発行してよい、その

分はあとで交付税で全額面倒見るということになった。だ

から、事実上の交付税ということだ。これをあわせると太

良にきた事実上の交付税は、12年度は 22億 6745万円、

13年度は22億4797万円、1４年度は22億2481万円（見

こみ）で大騒ぎするほど減ってはいない。

良子　役場の説明会では、国からくる財源は昭和 62 年ころまで

逆もどりするよぅなことも言っていたよ。

太郎　そのことも役場の説明会で大問題になった。その話しのも

とは、町内で開かれた合併問題の講演会である大学教授が、

個人的な見解として「交付税は 15年前までもどるのでは

ないか」といったことだが、そんなことはどこでも決まっ

ていない。

「合併の是非は町民が決める」が町の方針

役場の情報提供は合併推進にかたよらず公平に

良子　なんだかおかしいね、百武町長

さんが、「合併の是非は町民の

意思に従う」といっているのと

大分違うんではないかね。

太郎　そうだ.。町長の公約から言っ

ても、役場は合併賛成・反対

に偏らない公平な立場から

住民に情報を提供すべきだ。

良子　それでも、国からくる財源が減ってきたらどうするね。

太郎　そのとおりだ。交付税が最終的にどのようになるか決まっ

ていないが、太良町の財政をぎりぎりどこまで削ることが

できるのか、節約することができるのか町議会と役場と町

民が額をあつめて検討すべきだと思う。

町の財政---どこまで削り、節約できるか？
町議会・役場・町民が知恵を集めて検討を

良子　私らの家では収入が減ったら家族会議を開いてどこを削る

か相談するよ。太良のものは辛抱すべきことは辛抱できる

よ。　太良には基金が沢山残っているね。

太郎　そうだ。先輩が辛抱してためた大切な基金だ。将来、太良

が自立した町づくりを進めるときのために大事に残してお

くべきだと思う。最近、基金の減り方が大きいのではない

かと気になっている。

良子　役場の説明会では、合併すれば財源が保証されるようなこ

とを言っていたけど。

合併して15年、20年あとは借金地獄に

太郎　確かに、合併して 10 年間は、合併したら本来減らすべき

交付税を減らさないとか、多額の借金ができるとかいろい

ろな財政優遇措置がある。しかし、肝心なことは合併して

10年をすぎれば、交付税が大幅に減らされるということだ。

武雄市中心の2市4町の場合だと年間25億～30億円とい

う試算をしていたが,、職員の削減、議員定数の削減などで

こなせるのはその内の半分ほどだ。残りは住民負担増、住

民サービス低下で消化せざるを得ない。それに、合併後10

数年したら、借金返済の方が大きくなる。合併後 10 年間

の優遇措置だけでなく,,その後の交付税減額や借金返済の

ことも話すべきだよ。

良子　合併したほうがひどかとたいね。

太郎　そうなんだ。それに加えて太良はどこと合併しても南の端

ということからくる人口減などの特別のマイナスがある。

　　　合併して大きな市のす

みっこで人口も減って

わびしい思いをしてい

るより、辛抱してでも自

立した町づくりを進め

たほうがはるかにやり

がいがあると思うのだ

が、どうだろうか ？


